
(57)【要約】

本発明は、ワークピースを塗装するための塗料のスプレ

イ・ミストを作り出すための超音波定在波アトマイザ装

置（１０，２０）に係る。この装置は、ソノトロード（

１２，２２）と、このソノトロード（１２，２２）の反

対側に配置されたコンポーネント（１４，２４）とを備

え、運転時に、少なくとも一つのソノトロード（１２，

２２）と前記コンポーネント（１４，２４）の間の中間

のスペースの中に、定在波超音波場が形成される。この

装置はまた、少なくとも一つのノズル状の塗料供給デバ

イス（１８）を備え、この塗料供給デバイス（１８）は

、ソノトロード（１２，２２）の中心軸に対して垂直に

配置され、少なくとも一つの塗料吐出ポイントでのアト

マイジング・プロセスのために、前記中間のスペースの

中に塗料を導入する。前記ソノトロード（２２）の反対

側に配置された前記コンポーネントは、同軸上に配置さ

れた反射器（２４）であって、この反射器のソノトロー

ド（２２）に面する端面（２６）は、ステップ状の窪ん

だ部分（２８）を有し、この窪んだ部分の深さは、前記

ソノトロード（２２）の中で作り出される音波の空気中
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ワ ー ク ピ ー ス を 塗 装 す る た め の 塗 料 の ス プ レ イ ・ ミ ス ト を 作 り 出 す た め の 超 音 波 定 在 波
ア ト マ イ ザ 装 置 （ １ ０ ， ２ ０ ） で あ っ て 、
　 ソ ノ ト ロ ー ド （ １ ２ ， ２ ２ ） と 、 こ の ソ ノ ト ロ ー ド （ １ ２ ， ２ ２ ） の 反 対 側 に 配 置 さ れ
た コ ン ポ ー ネ ン ト （ １ ４ ， ２ ４ ） と を 備 え 、 運 転 時 に 、 少 な く と も 一 つ の ソ ノ ト ロ ー ド （
１ ２ ， ２ ２ ） と 前 記 コ ン ポ ー ネ ン ト （ １ ４ ， ２ ４ ） の 間 の 中 間 の ス ペ ー ス の 中 に 、 定 在 波
超 音 波 場 が 形 成 さ れ 、
　 当 該 装 置 は ま た 、 少 な く と も 一 つ の ノ ズ ル 状 の 塗 料 供 給 デ バ イ ス （ １ ８ ） を 備 え 、 こ の
塗 料 供 給 デ バ イ ス （ １ ８ ） は 、 ソ ノ ト ロ ー ド （ １ ２ ， ２ ２ ） の 中 心 軸 に 対 し て 垂 直 に 配 置
さ れ 、 少 な く と も 一 つ の 塗 料 吐 出 ポ イ ン ト で の ア ト マ イ ジ ン グ ・ プ ロ セ ス の た め に 、 前 記
中 間 の ス ペ ー ス の 中 に 塗 料 を 導 入 す る 、
　 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 に お い て 、
　 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド （ ２ ２ ） の 反 対 側 に 配 置 さ れ た 前 記 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 同 軸 上 に 配 置
さ れ た 反 射 器 （ ２ ４ ） で あ り 、
　 こ の 反 射 器 の ソ ノ ト ロ ー ド （ ２ ２ ） に 面 す る 端 面 （ ２ ６ ） は 、 ス テ ッ プ 状 の 窪 ん だ 部 分
（ ２ ８ ） を 有 し 、
　 こ の 窪 ん だ 部 分 （ ２ ８ ） の 深 さ は 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド （ ２ ２ ） の 中 で 作 り 出 さ れ る 音 波
の 空 気 中 で の 波 長 Ｘ の 半 分 の 長 さ の 倍 数 に 一 致 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 ：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） は 、 無 給 電 反 射 器 と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 ：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） は 、 デ ィ ス ク 状 の 円 板 ま た は 矩 形 の 板 と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 ：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 厚 さ は 、 同 様 に 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド の 中 で 作 り 出 さ れ る 音 波 の 波
長 の 半 分 の 長 さ の 倍 数 に 一 致 す る 。
【 請 求 項 ５ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 ：
　 前 記 反 射 器 の 厚 さ は 、 少 な く と も 、 １ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 請 求 項 ６ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置
：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 前 記 ス テ ッ プ 状 の 窪 ん だ 部 分 （ ２ ８ ） は 、 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の
水 平 方 向 の 中 心 軸 の 下 側 で 、 前 記 反 射 器 に 形 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ７ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 （ １ ０ ） ：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 前 記 ス テ ッ プ 状 の 窪 ん だ 部 分 （ ２ ８ ） は 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド （ ２
２ ） に 向 か い 合 う 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 端 面 に 、 半 円 の 形 状 で 形 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ８ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 （ １ ０ ） ：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 前 記 ス テ ッ プ 状 の 窪 ん だ 部 分 （ ２ ８ ） は 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド （ ２
２ ） に 向 か い 合 う 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 端 面 に 、 ス プ レ イ 方 向 に 対 し て 対 称 に 広 が る 開 口
を 有 す る 扇 形 の 形 状 で 形 成 さ れ て い る 。
【 請 求 項 ９ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 （ １ ０ ） ：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 端 面 の 前 記 扇 形 の ス テ ッ プ 状 の 窪 ん だ 部 分 （ ２ ８ ） の 開 口 の 角 度
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α は 、 ４ ５ ° ＜ α ＜ １ ８ ０ ° の 範 囲 で あ る 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 下 記 特 徴 を 備 え た 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 （ １ ０ ） ：
　 前 記 反 射 器 （ ２ ４ ） の 端 面 の 前 記 扇 形 の ス テ ッ プ 状 の 窪 ん だ 部 分 （ ２ ８ ） の 開 口 の 角 度
α は 、 ３ ５ ° で あ る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ワ ー ク ピ ー ス を 塗 装 す る た め の 塗 料 の ス プ レ イ ・ ミ ス ト を 作 り 出 す た め の 超
音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 に 係 る 。 こ の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 は 、 少 な く と も 一 つ
の ソ ノ ト ロ ー ド と 、 こ の 少 な く と も 一 つ の ソ ノ ト ロ ー ド の 反 対 側 に 配 置 さ れ た コ ン ポ ー ネ
ン ト と を 備 え 、 運 転 時 に 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド と 前 記 コ ン ポ ー ネ ン ト の 間 の 中 間 の ス ペ ー ス
の 中 に 、 定 在 波 超 音 波 場 が 形 成 さ れ る 。 そ れ に 加 え て 、 こ の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置
は 、 少 な く と も 一 つ の ノ ズ ル 状 の 塗 料 供 給 デ バ イ ス を 備 え 、 こ の 塗 料 供 給 デ バ イ ス は 、 各
ソ ノ ト ロ ー ド に 対 し て 垂 直 に 配 置 さ れ 、 少 な く と も 一 つ の 塗 料 吐 出 ポ イ ン ト で の ア ト マ イ
ジ ン グ ・ プ ロ セ ス の た め に 、 前 記 中 間 の ス ペ ー ス の 中 に 塗 料 を 導 入 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ れ ま で 、 塗 料 の 被 覆 は 、 自 動 車 の ボ デ ィ や そ れ と 同 様 の 広 い 面 積 の 品 物 に 対 し て 、 高
速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ ザ を 用 い て 、 既 知 の 方 法 で 行 わ れ て 来 た 。 高 速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト
マ イ ザ は 、 微 細 な 塗 料 の ス プ レ イ ・ ミ ス ト を 作 り 出 し 、 こ の ス プ レ イ ・ ミ ス ト は 、 通 常 、
適 切 な 補 助 手 段 を 用 い て （ 例 え ば 、 導 電 性 塗 料 の 場 合 に は 電 場 を 用 い て ） 、 塗 装 さ れ る 表
面 に 塗 布 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 環 境 的 に フ レ ン ド リ ー な 水 溶 性 ベ ー ス の コ ー ト を 使 用 す る 場 合 、 ２ ０ ０ ｍ Ｌ ／ ｍ ｍ ～ ４
０ ０ ｍ Ｌ ／ ｍ ｍ 、 あ る い は そ れ 以 上 の 塗 装 速 度 が 得 ら れ る 。 塗 装 に 対 し て 要 求 さ れ る 品 質
（ 例 え ば 、 表 面 の 平 滑 性 や 気 泡 の 発 生 防 止 な ど ） は 、 特 に 、 ス プ レ イ ・ ミ ス ト の 塗 料 の 液
滴 の 直 径 Ｄ dropが 、 １ ０ μ ｍ ＜ Ｄ drop＜ ６ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る と き に 、 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 既 知 の 高 速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン に は 、 下 記 の よ う な 、 製 品 の 品 質 及 び
要 求 さ れ る 製 造 費 用 の 双 方 に 影 響 を 与 え る お そ れ が あ る 短 所 が あ る 。 即 ち 、 ア ト マ イ ゼ イ
シ ョ ン の 質 及 び 供 給 量 は 、 回 転 ベ ル （ 塗 料 を 送 り 出 す 回 転 部 分 ） の 形 状 及 び 回 転 速 度 に よ
っ て 大 き く 支 配 さ れ る 。 ベ ル を 駆 動 す る た め に 、 ベ ル に 結 合 さ れ た 空 気 タ ー ビ ン に 衝 突 す
る ク リ ー ン な 圧 縮 空 気 が 必 要 と な る 。 圧 縮 空 気 の 清 浄 化 に は 、 余 分 な 費 用 が 掛 か る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 、 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ ザ の 非 常 に 早 い 回 転 速 度 の た め に 、
そ の よ う に し て 加 速 さ れ た 塗 料 の 粒 子 は 高 い 初 速 を 有 し て お り 、 そ の こ と は 、 塗 装 さ れ る
領 域 （ 例 え ば 、 車 体 の 表 面 ） に 対 す る 塗 料 の 粒 子 の 正 確 な 位 置 合 わ せ を 困 難 に し 、 そ の 結
果 、 か な り の 量 の 塗 料 が 、 目 標 領 域 を 通 り 越 し て 飛 散 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ れ に 加 え て 、 高 速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ ザ を 用 い て 塗 装 す る 場 合 に は 、 単 位 時 間 当 た
り に 供 給 可 能 な 塗 料 の 量 が 制 限 さ れ る の で 、 そ れ に よ り 、 塗 装 に 要 す る 時 間 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２  ４ ５  ３ ２ ４ 号 公 報 及 び 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２  ４ ５  ３
２ ６ 号 公 報 に は 、 最 初 に 述 べ た タ イ プ の 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
こ の 装 置 で は 、 超 音 波 を 用 い る 定 在 波 ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン が 、 高 速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ
ゼ イ シ ョ ン の 代 わ り に 使 用 さ れ て い る 。 こ の 装 置 は 、 高 速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ ゼ イ シ ョ
ン と 比 べ て 、 次 の よ う な 優 位 性 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 装 置 で は 、 回 転 す る ベ ル の 代 わ り に 、 リ ニ ア に 振 動 す る 超 音 波 ソ ノ ト ロ ー ド が 使 用
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さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ア ト マ イ ザ の 信 頼 性 即 ち 寿 命 が 増 大 す る 。 更 に 、 圧 縮 空 気 タ ー ビ
ン の た め の 駆 動 用 空 気 が 、 も は や 必 要 と さ れ る こ と が な い 。 こ の 駆 動 用 空 気 は 、 ク リ ー ニ
ン グ が 必 要 で あ る の で 、 高 価 で あ る 。 ま た 、 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の 場 合 、 高
速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の 場 合 と 比 べ て 塗 料 の 液 滴 の 初 速 が 低 い の で 、 塗 料 の
ス プ レ イ ・ ミ ス ト を 車 体 に 向 け て 吹 き 付 け る た め に 必 要 と な る ク リ ー ン な 空 気 の 量 が 、 よ
り 少 な く な る 。 こ れ に 伴 い 、 一 方 で は 、 高 価 な ク リ ー ン な 空 気 の 消 費 量 が 少 な く な り 、 も
う 一 方 で は 、 塗 料 の 消 費 量 が 少 な く な る 。 そ れ は 、 空 気 の 流 量 が 減 少 す る こ と に よ り 、 塗
装 さ れ る 表 面 を 通 り 越 し て 飛 散 す る 塗 料 も 減 少 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 反 射 器 が 塗 料 に よ り 濡 ら さ れ る こ と を 防 ぐ た め だ け に 、 ソ ノ ト ロ ー ド の 場 合 と 比 べ て よ
り 高 価 な ク リ ー ニ ン グ 用 の 空 気 が 必 要 に な る 。 あ る い は 、 反 射 器 と 塗 料 の シ ー ト の 間 隔 を
大 き く 取 ら な け れ ば な ら な い 。 ソ ノ ト ロ ー ド は 、 反 射 器 と 比 べ て 、 塗 料 に よ り 濡 ら さ れ る
こ と に 対 し て よ り 容 易 に 保 護 す る こ と が で き る 。 そ の 理 由 は 、 振 動 に よ り 、 塗 料 の 液 滴 が
ソ ノ ト ロ ー ド か ら 遠 ざ け ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 結 果 と し て 、 高 速 ロ ー タ リ ー ・ ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の 場 合 と は 異 な り 、 超 音 波 定 在 波 ア
ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の 場 合 に は 、 塗 料 は 、 ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン 装 置 と 直 接 の 接 触 す る こ と が
な い 。 従 っ て ア ブ レ イ ジ ョ ン が な い の で 、 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の 場 合 に は 、
磨 耗 を 避 け る こ と が で き る 。 塗 料 は 、 通 常 、 楕 円 形 の 断 面 の ス プ レ イ ・ コ ー ン の 状 態 で 塗
布 さ れ る 。 こ の こ と は 、 幅 の 狭 い 部 品 を 塗 装 す る 時 に 、 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 塗 料 に よ り 濡 ら さ れ る 危 険 は 、 も し 、 ソ ノ ト ロ ー ド の 端 面 及 び 反 射 器 の 端 面 が 互 い に 傾
斜 し 、 そ れ に よ っ て 、 塗 料 の 吐 出 の た め に よ り 大 き な 開 口 が 作 ら れ る 場 合 に も 、 減 少 す る
。 こ の こ と は 、 斜 角 が 付 け ら れ た 端 面 に よ っ て も 、 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ら の 手 段 は 、 ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の ス ペ ー ス の 中 の 超 音 波 場 が 弱 め
ら れ る と 言 う 影 響 を 伴 う 。 こ の こ と は 、 音 波 ま た は 特 定 の 要 素 が 、 前 後 に 往 復 す る 状 態 で
伝 達 さ れ ず に 、 そ の 一 部 が ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の ス ペ ー ス か ら 散 逸 す る こ と に よ り も た ら
さ れ る 。 そ の 結 果 と し て 、 最 大 限 に ア ト マ イ ズ さ れ る こ と が 可 能 な 塗 料 の 率 が 減 少 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２  ４ ５  ３ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２  ４ ５  ３ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 先 行 技 術 に 基 づ き 、 本 発 明 の 目 的 は 、 最 初 に 述 べ た タ イ プ の 装 置 を 提 供 す る
こ と に あ る 。 こ の 装 置 は 、 シ ン プ ル な 形 態 を 備 え て い る の に も 拘 わ ら ず 、 可 能 な 限 り 大 き
い 塗 料 の 吐 出 の た め の 開 口 を 提 供 す る 。 こ の 装 置 は 、 こ の 目 的 の た め に 用 い ら れ る 音 の 場
が 弱 め ら れ る こ と を 可 能 な 限 り 少 な く す る と 同 時 に 、 塗 装 速 度 が 可 能 な 限 り 変 化 し な い よ
う に 、 即 ち 、 塗 料 の 供 給 量 が 可 能 な 限 り 変 化 し な い よ う に 、 意 図 さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 目 的 を 実 現 す る た め 、 本 発 明 に よ り 、 請 求 項 １ の 特 徴 に 対 応 す る 形 態 に お い て 、 下
記 の 構 成 が 提 供 さ れ る ：
　 ソ ノ ト ロ ー ド の 反 対 側 に 配 置 さ れ た コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 同 軸 上 に 配 置 さ れ た 反 射 器 （ re
flector） で あ っ て 、 こ の 反 射 器 の ソ ノ ト ロ ー ド に 面 す る 端 面 は 、 ス テ ッ プ 状 の オ フ セ ッ
ト を 有 し て お り 、 こ の オ フ セ ッ ト の 深 さ は 、 ソ ノ ト ロ ー ド の 中 で 作 ら れ る 音 波 の 空 気 中 で
の 波 長 の 半 分 の 長 さ の 倍 数 に 一 致 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 発 展 形 態 に お い て 、 前 記 反 射 器 は 、 無 給 電 反 射 器 （ passive reflector
） と し て 構 成 さ れ る 。 こ の 反 射 器 は 、 好 ま し く は 、 プ レ ー ト と し て 、 特 に 、 デ ィ ス ク 状 の
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円 板 と し て 構 成 さ れ 、 そ の 断 面 は 、 超 音 波 定 在 波 ア ト マ イ ザ 装 置 で 使 用 さ れ る ソ ノ ト ロ ー
ド の 断 面 に 、 少 な く と も 一 致 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 反 射 器 の 厚 さ も 、 同 様 に 、 ソ ノ ト ロ ー ド の 中
で 作 ら れ る 音 波 の 波 長 の 半 分 の 長 さ の 倍 数 に 一 致 す る こ と が 好 ま し い こ と が 分 か っ た 。 前
記 反 射 器 の 厚 さ は 、 少 な く と も １ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 形 態 に 対 応 す る 形 態 に お い て 、 前 記 反 射 器 の ス テ ッ プ 状 の オ フ セ ッ ト は
、 反 射 器 の 水 平 方 向 の 中 心 軸 の 下 側 で 、 反 射 器 の 中 に 形 成 さ れ る 。 こ の 窪 ん だ 部 分 は 、 半
円 形 の 楔 の 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 発 展 形 態 に お い て 、 下 記 の 構 成 が こ の 後 に 続 く 。 前 記 反 射 器 の ス テ ッ プ 状 の オ
フ セ ッ ト は 、 ソ ノ ト ロ ー ド に 向 か い 合 う 反 射 器 の 端 面 に 、 半 円 の 形 状 ま た は 扇 形 の 形 状 で
形 成 さ れ 、 そ の 開 口 は 、 ス プ レ イ 方 向 に 対 し て 対 称 に 広 が る 。 即 ち 、 前 記 反 射 器 の 端 面 に
扇 形 の 形 状 で 形 成 さ れ た ス テ ッ プ 状 の オ フ セ ッ ト の 開 口 の 角 度 α は 、 ４ ５ ° ＜ α ＜ １ ８ ０
° の 範 囲 で あ る 。 前 記 反 射 器 の 端 面 に 扇 形 の 形 状 で 形 成 さ れ た ス テ ッ プ 状 の オ フ セ ッ ト の
開 口 の 角 度 α は 、 好 ま し く は 、 α ＜ １ ３ ５ ° の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら 及 び 更 な る 有 利 な 形 態 及 び 実 施 例 は 、 従 属 ク レ ー ム の 主 題 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に お い て 、 本 発 明 、 本 発 明 の 有 利 な 形 態 及 び 改 善 、 及 び そ の 特 別 な 優 位 性 が 、 添 付
図 面 の 中 に 示 さ れ た 例 示 的 な 実 施 形 態 に 基 づ い て 、 よ り 詳 細 に 説 明 さ れ 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 、 第 一 の 塗 料 ス プ レ イ 装 置 １ ０ の 側 面 図 の 概 略 を 示 す 。 こ の 装 置 は 、 ソ ノ ト ロ ー
ド １ ２ と 、 一 様 に 形 成 さ れ た 無 給 電 反 射 器 １ ４ と を 有 し 、 そ れ ら の 間 に 、 ソ ノ ト ロ ー ド ２
２ の 中 で 作 ら れ 、 反 射 器 １ ４ に 向 か い 合 う そ の 端 面 １ ６ か ら 発 射 さ れ る 振 動 に よ っ て 、 定
在 波 が 作 ら れ る 。 こ の 定 在 波 は 、 個 別 の サ ウ ン ド ・ パ ー テ ィ ク ル 速 度 （ sound particle v
elocity） の 波 腹 （ antinodes） （ こ こ に は よ り 詳 細 に は 示 さ れ て い な い ） を 有 し て お り 、
そ の 中 に 、 塗 料 導 入 管 １ ８ が そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 、 塗 布 す る こ と が 意 図 さ れ た 塗 料 を 供 給 す
る 。 そ の 塗 料 は 、 ス プ レ イ 方 向 に 広 が る ス プ レ イ ・ コ ー ン １ ９ の 形 状 を 成 し 、 そ の 結 果 と
し て 、 塗 料 に よ る 対 応 す る 被 覆 を 、 塗 装 さ れ る ワ ー ク ピ ー ス に も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
◇ 06b　 ソ ノ ト ロ ー ド １ ２ の 音 響 学 的 ア ウ ト プ ッ ト 領 域 、 即 ち 、 そ の 端 面 １ ６ は 、 そ の 振
動 状 態 の た め に 、 塗 布 さ れ る 塗 料 で 恒 久 的 に 濡 ら さ れ る 危 険 に 曝 さ れ る こ と は な い が 、 こ
の 問 題 は 、 反 射 器 １ ４ に 対 し て は 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 。 問 題 と な る 反 射 器 の 端 面 を 、 矢 印
Ｐ が 指 し て い る 。 塗 料 で 濡 れ る こ と を 防 ぐ た め に 、 あ る い は 、 そ れ を 減 ら し て 衝 突 す る 塗
料 を 取 り 除 く た め に 、 圧 縮 空 気 が 通 常 使 用 さ れ 、 ス プ レ イ 方 向 に 供 給 さ れ る （ こ に に は 、
そ れ 以 上 詳 し く 示 さ れ て は い な い ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に 、 第 二 の 塗 料 ス プ レ イ 装 置 ２ ０ の 側 面 図 の 概 略 を 示 す 。 こ の 装 置 は 、 ソ ノ ト ロ ー
ド ２ ２ を 備 え 、 こ の ソ ノ ト ロ ー ド ２ ２ は 、 先 に 図 １ に 示 し 且 つ 説 明 し た も の と 同 様 で あ る
。 こ の 装 置 は ま た 、 ス テ ッ プ が 設 け ら れ た 無 給 電 反 射 器 ２ ４ を 備 え て い る 。 こ の 反 射 器 は
、 こ こ で は 、 縦 方 向 断 面 Ａ － Ｂ で 示 さ れ て い て 、 そ れ は 、 図 ３ ～ ５ で 示 さ れ た 形 態 に 対 応
し て い る 。 ソ ノ ト ロ ー ド と 反 射 器 の 間 に 、 ソ ノ ト ロ ー ド ２ ２ の 中 で 作 ら れ 、 反 射 器 に 向 か
い 合 う そ の 端 面 ２ ６ か ら 発 射 さ れ る 振 動 に よ っ て 、 定 在 波 が 作 ら れ る 。 こ の 定 在 波 は 、 個
別 の サ ウ ン ド ・ パ ー テ ィ ク ル 速 度 の 波 腹 （ こ こ に は よ り 詳 細 に は 示 さ れ て い な い ） を 有 し
て お り 、 そ の 中 に 、 塗 料 導 入 管 １ ８ が 同 様 に 挿 入 さ れ 、 塗 布 す る こ と が 意 図 さ れ た 塗 料 を
供 給 す る 。 そ の 塗 料 は 、 ス プ レ イ 方 向 に 広 が る ス プ レ イ ・ コ ー ン １ ９ の 形 状 を 成 し 、 そ の
結 果 と し て 、 塗 料 に よ る 対 応 す る 被 覆 を 、 塗 装 さ れ る ワ ー ク ピ ー ス に も た ら す 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る 反 射 器 １ ４ と の 間 の 形 状 の 相 違 は 、 こ こ で 使 用 さ れ て い る 反 射 器 ２
４ が 、 窪 ん だ 部 分 ２ ８ を 有 し て い る こ と で あ る 。 こ の 窪 ん だ 部 分 は 、 水 平 方 向 の 中 心 線 の
下 側 か ら 伸 び て い る 。 こ の 窪 ん だ 部 分 は 、 図 ３ ～ ５ に 示 さ れ た 変 形 例 に 対 応 す る よ う に 、
異 な っ た 形 態 を 取 る こ と が 可 能 で あ る 。 窪 ん だ 部 分 ２ ８ の 深 さ は 、 空 気 中 で の 音 波 波 長 λ
の 半 分 の 長 さ の 、 任 意 の 倍 数 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る の は 、 そ れ ぞ れ の ソ ノ ト ロ ー ド に 向 か い 合 う 第 一 の ス テ ッ プ が 設 け
ら れ た 反 射 器 ２ ４ ． １ の 端 面 の 図 で あ っ て 、 こ の 場 合 、 窪 ん だ 部 分 ２ ８ ． １ は 、 半 円 の 形
状 を 備 え て い る 。 従 っ て 、 反 射 器 ２ ４ ． １ の 端 面 の オ フ セ ッ ト は 、 水 平 方 向 の 中 心 線 に 現
わ れ 、 そ の 開 口 の 角 度 α は 、 １ ８ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に 示 さ れ て い る の は 、 第 二 の ス テ ッ プ が 設 け ら れ た 反 射 器 ２ ４ ． ２ の 端 面 の 図 で あ
る 。 こ の 場 合 、 窪 ん だ 部 分 ２ ８ ． ２ は 、 円 形 の 反 射 器 ２ ４ ． ２ の 中 心 か ら 楔 の 形 態 で 、 下
方 向 に 広 が り 、 そ の 開 口 の 角 度 α は 、 ９ ０ ° ＜ α ＜ １ ８ ０ ° の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 最 後 に 、 図 ５ に 示 さ れ て い る の は 、 第 三 の ス テ ッ プ が 設 け ら れ た 反 射 器 ２ ４ ． ３ の 端 面
の 図 で あ る 。 こ の 反 射 器 は 、 矩 形 の 板 と し て 、 即 ち こ こ で は 正 方 形 の 板 と し て 、 構 成 さ れ
て い る 。 こ の 反 射 器 は 、 同 様 に 、 楔 状 に 窪 ん だ 部 分 ２ ８ ． ３ を 備 え 、 こ の 窪 ん だ 部 分 は 、
下 方 向 に 広 が り 、 そ の 開 口 の 角 度 α は 、 図 ４ に 示 さ れ た 開 口 の 角 度 と 同 様 に 、 ９ ０ ° ＜ α
＜ １ ８ ０ ° の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 窪 ん だ 部 分 ２ ８ を 反 射 器 ２ ４ ． １ ， ２ ４ ． ２ 及 び ２ ４ ． ３ に 設 け る 目 的 は
、 不 必 要 な 塗 料 の 供 給 量 を 減 ら す こ と で は な い 。 そ の よ う な 塗 料 は 、 反 射 器 の 領 域 内 で 、
幾 何 学 的 に 引 き 起 こ さ れ る 妨 害 の 結 果 と し て 、 そ れ ぞ れ の 噴 射 装 置 に よ り 、 そ の よ う に 供
給 さ れ る 。 本 発 明 に よ る ２ ８ ． １ か ら ２ ８ ． ３ ま で の 窪 ん だ 部 分 の 助 け に よ り 、 一 方 で は
、 ソ ノ ト ロ ー ド と 反 射 器 の 間 の 定 在 波 場 が 、 定 在 波 の 位 相 の ア ン バ ラ ン ス の 結 果 と し て 、
弱 め ら れ な い こ と が 今 や 確 保 さ れ る 。 そ し て も う 一 方 で は 、 ア ト マ イ ゼ イ シ ョ ン の ス ペ ー
ス か ら の 塗 料 の 吐 出 の た め の 比 較 的 大 き な 開 口 が 、 上 記 の 窪 ん だ 部 分 に よ っ て 、 作 り 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 円 形 の ま た は 角 張 っ た 反 射 器 は ま た 、 円 の 部 分 の 形 状 、 円 の 切 片 及 び 扇 形 の ス テ ッ プ を
有 す る こ と が で き る 。 様 々 な 形 成 さ れ る ス テ ッ プ の 数 、 そ れ ら の ス テ ッ プ の 高 さ ま た は 深
さ 、 及 び 塗 料 移 送 管 の 位 置 は 、 区 分 さ れ た 反 射 器 に 関 し て 、 適 用 対 象 に 応 じ て 選 択 す る こ
と が 可 能 で あ り 、 そ れ ら は 、 最 大 の 塗 装 速 度 、 低 い 濡 ら さ れ る 危 険 、 塗 料 ス プ レ イ ・ コ ー
ン の 形 成 、 ま た は 最 も 好 ま し い 静 電 気 の チ ャ ー ジ な ど に 関 す る 規 準 に 基 づ き 、 選 択 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 も し 必 要 な 場 合 に は 、 反 射 器 に は 、 更 に エ ア ク ッ シ ョ ン を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 、 広 げ ら れ た 開 口 は 、 次 の よ う な 優 位 性 を 備 え て い る 。 即 ち 、 塗 料 の シ ー ト の 近 傍
で の 静 電 気 の チ ャ ー ジ の 場 合 に 、 か な り 高 い 電 界 強 度 （ ８ ～ ２ ５ ｋ Ｖ ／ ｃ ｍ ） が 可 能 に な
る 。 そ の 理 由 は 、 反 射 器 に よ る 電 界 の 遮 蔽 効 果 が 減 少 す る か ら で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 第 一 の 塗 料 ス プ レ イ 装 置 の 側 面 図 の 概 略 を 示 す 図 で あ り 、 こ の 装 置 は 、
ソ ノ ト ロ ー ド と 、 一 様 な 無 給 電 反 射 器 と を 有 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 二 の 塗 料 ス プ レ イ 装 置 の 側 面 図 の 概 略 を 示 す 図 で あ り 、 こ の 装 置 は 、
ソ ノ ト ロ ー ド と ス テ ッ プ が 設 け ら れ た 無 給 電 反 射 器 を 有 し て い る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 一 の ス テ ッ プ が 設 け ら れ た 反 射 器 の 端 面 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 二 の ス テ ッ プ が 設 け ら れ た 反 射 器 の 端 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 第 三 の ス テ ッ プ が 設 け ら れ た 反 射 器 の 端 面 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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